
「肥料」として、ぼかしの製造・販売許可を取っています！ 

                           2020年 7 月 10日  (金 ) 

                              NO.915 号             

こもれび共同作業所のころから、約 25 年にわたって製造・販売を続けてきている

ものが「EM ぼかし」です。一時期は売り上げの減少も危惧されましたが、最近は自然

農法が徐々に見直され、売り上げが堅調に推移しています。  

 ところが、先日他県で「違法な肥料販売」が摘発された報道を  

受けて、多くの売り上げがある「ファーマーズガーデン」さんより、行政の認可を受

けないと販売できないと連絡がありました。  

そこで、担当職員が奮闘して行政と交渉し、書類を作成。  

もうすぐ、許可がおりるところまでこぎつけました。  

「ファーマーズガーデン」の店頭に並ぶまでには、あとしばらく  

お待ちいただくことになりますが、第 2 コムハウスおよび直売所で

は、これまでどおり販売をしています。300 グラム 100 円、ぼかし BOX

は 2400 円です！  

 

 

 第第２２ココムムハハウウスス通通信信     

   

 ここ 1 週間は、九州をはじめ全国各地で、また県内でも豪雨災害が続いています。  

多くの住居や老人ホームまでもが濁流にのまれ、多数の方が犠牲となっています。  

被災地域のみなさまにお見舞いを申し上げるとともに、亡くなられた方のご冥福を  

お祈りいたします。８日には松本市内にも特別警報が出されました。第 2 コムハウス

も梓川が氾濫した場合の浸水想定域にあたっているため、可能な方には通所を見合わ

せていただきました。その後、特別警報は解除され、おかげさまで９日には通常開所

に戻ることが出来ました。みなさま、ご協力ありがとうございました。  

 一方でまだ雨が続く予報です。これからも、十分、注意していきたいと思います。  

 

 県をまたいでの移動の自粛要請が解除され、先週の土日は県外ナンバーの車両も増

え、観光地にも徐々ににぎわいが戻ってきた様子です。また、プロ野球が無観客とは

いえ開幕して、待ちわびるファンを喜ばせました。通常の経済活動に戻ることは、な

んだか嬉しい気持ちになる一方で、感染の「第 2 波」が心配になるところです。

「COVID-19」の感染拡大は世界的にはまだヤマを越えておらず、長期的な取り組みに

なると言われています。今やれることを行いながら、なかまの活動も徐々に広げてい

けたらと思います。  

 

 

 

 

 

 

 日に日に山々の緑も濃くなりました。真夏を思わせるような 30℃を超える日もしば

しば。かとおもえば、梅雨空のじめじめした天気の日も。体調に一層気を付けたいと

ころですね。今では当たり前になったマスクの着用ですが、この時期は熱中症になる

危険にも気を付けないといけないそうです。  

 人の密集していないところではマスクを外してしっかりと呼吸できるようにした

り、水分補給をこまめに行うなどの対応が有効とのこと。とくに、マスクをしている

と、のどの渇きを感じにくいので、作業の場面でも気を付けていきたいと思います。  

 

日本各地で、経済活動が徐々に再開されています。地域の学校も始まりましたが、

どの場所においても「感染対策と社会・経済活動の両立」は、本当に試行錯誤の日々

だと感じます。また、以前の生活に戻るのではなく「新しい生活様式」にシフトする

ことが求められていますが、とはいっても情報は日々変化し、どこまでが正しいのか、

どう判断すればいいのか、迷うことばかりですね。それでも情報を吟味しながら、私

たちができることを考え続けていきたいと思います。そして「vs コロナ」から「with

コロナ」にむかうには、いのちとくらしを支える現場を、平素から”ギリギリ“の状


